
　
今
回
は
経
営
者
が
知
っ
て

お
く
べ
き
「
社
会
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
社
会
シ
ス
テ
ム
の
基
本
は

憲
法
で
す
。
一
読
す
る
こ
と

は
必
須
と
い
え
ま
す
。
日
本

国
憲
法
は
割
と
平
易
な
条
文

な
の
で
読
み
や
す
い
で
す
。

憲
法
に
は
、
天
皇
、
国
会
、

内
閣
、
司
法
、
基
本
的
人
権
、

教
育
、
国
民
の
権
利
義
務
と

ほ
ぼ
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
読
む
こ

と
で
日
本
が
分
か
り
ま
す
。

国
会
は
衆
議
院
と
参
議
院
の

２
院
制
度
、
行
政
は
議
院
内

閣
制
、
司
法
は
３
審
制
。
天

皇
の
国
事
行
為
は
内
閣
の
助

言
と
承
認
が
必
要
。
法
律
は

す
べ
て
国
会
で
審
議
し

可

決
・
成
立
し
ま
す
。
ち
な
み

に
商
工
会
議
所
も
法
律
に
基

づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い

ま

す
。

　
一
方
、
地
方
政
治
は
行
政

長
と
議
員
を
選
ぶ
２
元
制
。

国
家
予
算
は
内
閣
が
国
会
に

提
出
し
審
議
、
可
決
し
成
立

し
ま
す
。
ど
れ
も
憲
法
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。

　
で
は
経
済
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
ま
ず
金
融
は
、
日
本
銀

行
を
中
心
に
メ
ガ
バ
ン
ク
、

地
方
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信

用
組
合
、
生
命
保
険
、
損
保
、

農
協
、
郵
貯
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
企

業
活
動
は
資
本
主
義
で
そ
の

大
権
現
は
株
式
市
場
、
株
式

公
開
会
社
は
投
資
家
に
刻
一

刻
と
株
価
が
つ
け
ら
れ
売
買

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
代
史
に
つ
い
て
も
明
治

維
新
か
ら
令
和
ま
で
何
が
あ

っ
た
の
か
、
流
れ
と
個
々
の

事
実
を
知
っ
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
北
方
領

土
４
島
や
竹
島
、
尖
閣
諸
島
、

沖
縄
…
。
現
代
史
を
理
解
す

れ
ば
「
今
」
が
分
か
り
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
社
会
シ
ス
テ

ム
を
理
解
す
る
上
で
最
も
難

し
い
の
が
経
済
動
向
の
予
測

で
す
。
ま
さ
に
景
気
で
す
。

「
株
価
は
敏
感
に
経
済
を
表

す
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
は

高
水
準
を
維
持
し
て
い

ま

す
。
日
経
平
均
も
コ
ロ
ナ
以

前
の
価
格
で
す
。

　
実
体
経
済
と
か
い
離
し
た

株
価
か
ら
今
後
の
景
気
を
ど

う
予
測
す
る
か
。
経
営
者
自

身
の
読
み
が
試
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
（
湘
南
デ
ザ

イ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

　
九
都
県
市
（
神
奈
川
・
埼

玉
・
千
葉
県
、
東
京
都
、
横

浜
・
川
崎
・
相
模
原
・
千
葉
・

さ
い
た
ま
市
）
で
活
躍
す
る

企
業
と
そ
の
卓
越
し
た
技
術

を
、
共
通
の
財
産
と
し
て
表

彰
す
る
２
０
２
０
年
の
「
九

都
県
市
の
き
ら
り
と
光
る
産

業
技
術
」
が
発
表
さ
れ
た
。

相
模
原
市
か
ら
は
東
鈴
紙
器

の
「
緊
急
災
害
ダ
ン
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
」
が
選
ば
れ
た
。

　
同
製
品
は
、
避
難
所
で
の

使
用
を
想
定
。
有
事
の
際
、

迅
速
に
組
み
立
て
ら
れ
る
よ

う
構
造
を
シ
ン
プ
ル
に

し

た
。
ガ
ム
テ
ー
プ
（
ク
ラ
フ

ト
テ
ー
プ
）
１
巻
が
あ
れ
ば
、

10
分
で
組
み
立
て
が
可
能
。

そ
れ
で
も
１
５
０
キ
ロ
の
荷

重
に
も
耐
え
ら
れ
る
。
脱
着

可
能
な
つ
い
た
て
な
ど
が
付

い
て
お
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

も
確
保
で
き
る
。
す
で
に
２

０
０
０
床
以
上
を
販
売

し

た
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
立

食
で
は
な
く
着
席
形
式

と

し
、
来
場
者
に
は
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
も
配
布
さ
れ
た
。

青
工
研
の
現
役
会
員
を
は
じ

め
、
Ｏ
Ｂ
関
係
者
、
本
村
賢

太
郎
市
長
や
杉
岡
芳
樹
・
相

模
原
商
工
会
議
所
ら
の
来
賓

な
ど
、
計
94
人
が
出
席
し
た
。

　
山
口
会
長
は
「
今
の
自
分

が
あ
る
の
は
青
工
研
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
。
こ
れ
か
ら
も

会
員
と
と
も
に
自
身
・
自
社

の
成
長
に
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
今
年
度
の
会
活
動
の
テ
ー

マ
は
「
感
謝
の
気
持
ち
を
持

て
」
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
本

気
で
殻
を
破
れ
」
と
設
定
。

４
月
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

な
が
ら
活
動
を
進
め
て

い

る
。
現
役
会
員
た
ち
は
来
場

者
と
交
流
を
深
め
、
２
０
２

１
年
３
月
ま
で
の
残
り

期

間
、
会
活
動
に
全
力
投
球
し

て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決

意
を
新
た
に
し
て
い
た
。
　

　
技
術
者
派
遣
や
機
械
設
計

の
相
菱
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
中
央
区
相
模
原
）
は
、
技

能
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
小
企
業
に
対
し
、
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
に
よ
る
社
員
教

育
を
受
託
す
る
事
業
を
始
め

た
。

　
同
社
は
三
菱
重
工
業
・
相

模
原
製
作
所
Ｏ
Ｂ
ら
で
構
成

さ
れ
る
企
業
。
設
計
や
金
属

加
工
な
ど
、
技
能
継
承
し
た

い
分
野
に
応
じ
、
エ
キ
ス
パ

ー
ト
た
ち
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
、

出
張
講
習
す
る
。
「
１
日
講

師
」
も
可
能
だ
。

　
具
体
的
に
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
設

計
か
ら
金
属
加
工
（
旋
盤
・

フ
ラ
イ
ス
・
Ｎ
Ｃ
）
、
金
属

塗
装
な
ど
を
想
定
し
て

い

る
。
　

　
な
お
、
同
社
は
６
月
に
中

尾
社
長
が
就
任
し
た
。
創
業

か
ら
31
年
で
初
の
女
性
社
長

だ
。
中
尾
社
長
は
１
９
９
７

年
に
入
社
。
そ
の
後
、
事
務

系
職
員
と
し
て
三
菱
重
工
に

派
遣
さ
れ
た
。
や
が
て
２
０

０
３
年
に
相
菱
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
に
戻
り
、
総
務
部
門

で
活
躍
し
た
。
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通常総会懇親会を開催
青工研、今年度体制で決意新た

会場内の様子

抱負を語る山口会長

本
村
市
長
ら
94
人
出
席

年間テーマ

き
ら
り
と
光
る
産
業
技
術

九都県市

表彰状を手にする同社の鈴木和弥社長（右）

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

社
員
教
育
を
受
託

相
菱
エ
ン
ジ
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相
模
原
市
青
年
工
業
経
営
研
究
会
（
青
工
研
）
は
16
日
、
ホ
テ
ル
ラ
ポ
ー
ル
千
寿
閣

で
「
第
40
回
通
常
総
会
懇
親
会
」
を
開
催
し
た
。
同
懇
親
会
は
例
年
、
通
常
総
会
が
開

か
れ
る
４
月
に
開
催
さ
れ
る
も
の
の
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
今
回
に
延
期
し
た
。
今
年
度
の
山
口
友
彦
会
長
（
清
水
原
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
社
長
）
は
、
関
係
者
を
前
に
抱
負
を
語
っ
た
。
　


